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	＜小売関連＞
	◆【百貨店】 大手3社の6月の既存店売上高伸び率は、前年の新型コロナウイルス感染拡大の影響を除くため2019年同月比で見ると、1～3割減程度と5月（同4～5割減程度）からマイナス幅が縮小。休業要請等の緩和などが要因。
	◆【アパレル】　6月のアパレル各社の既存店売上高伸び率（2019年同月比）は前月から改善。下旬の緊急事態宣言（以下、宣言）の解除（沖縄を除く）によって営業時間が伸びたものの、天候不順もあって売上高は伸び悩み。
	◆【スーパー】 6月の売上高は前月比▲0.1％（大和総研による季節調整値）。 食品は同▲1.5％、飲料は同＋2.6％、雑貨は同▲1.5％とまちまち。
	◆【ホームセンター】6月の売上高は前月比＋2.5％（大和総研による季節調整値）。 飲料や化粧品が全体を押し上げ。
	◆【家電】 6月の大手家電量販店の売上高は前月比＋2.3％（大和総研による季節調整値）。 カラーテレビやパソコンの売上が増加した。
	◆【自動車】6月の新車販売台数は5月から0.8万台減少し、前月比▲2.6％（大和総研による季節調整値）。半導体不足に伴う減産が下押し要因に。なお、経済産業省によると6月の製造工業生産予測指数（輸送機械工業）は同＋14.2％と大幅増産の見込み。
	◆【ドラッグストア】 　6月の売上高は前月比＋0.2％（大和総研による季節調整値）。
	◆【コンビニエンスストア】6月の売上高は前月比＋2.2％（大和総研による季節調整値）。

	＜サービス関連＞
	◆【新幹線】6月の輸送量は、2019年同期比6～8割減程度と5月（同7～8割減程度）からマイナス幅が小幅に縮小。
	◆【旅客機】5月の輸送量は、国内線は2019年同月比7割減程度と4月からマイナス幅が拡大。6月の減便率は同3～5割程度、7月は同2～5割程度の予定。5月の国際線は同95％減程度と前月から横ばい。
	◆【宿泊】5月の宿泊者数（宿泊日数ベース）は2019年同月比6割減程度と4月からマイナス幅が僅かに拡大。6月は宣言の解除を受けて低調ながら幾分改善したとみられる。
	◆【外食】5月の外食産業の売上高伸び率は2019年同月比2割減程度と年初から底ばい。6月は宣言解除を受けたアルコール飲料の提供再開などにより5月から改善したものの、弱い動きが継続したとみられる。

	＜参考：人出・高速道路交通量＞
	＜参考：日銀短観＞



